
2018～2019年度 R Iテーマ 

【第1459回例会次第（2019年1月第3回）】 

１. 開会点鐘                   

２．「それでこそロータリー」斉唱 

３．来賓及びビジター紹介 

４．会長挨拶 

５．幹事報告         

 Ａ．例会変更のお知らせ          ビジター受付 

    境港RC…1/29（火）夜間例会        あり 

    米子RC…2/1（金)休会            なし 

    境港RC…2/5（火）2/7合同例会に振替 あり 

    米子東RC…2/6（水）    〃       あり 

    米子中央RC…2/7（木）合同例会     あり 

 B．その他 

６．委員会報告 

 Ａ．親睦・出席委員会 

    出席報告・事業所創立記念日・スマイル発表 

    100％出席表彰 【10月】高野誠司（28年） 

     長谷川義明（11年） 中津尾直己（7年） 

     【11月】前田壽美（20年）【12月】金山博眞（27年）    

 Ｂ．その他 

8．閉会点鐘 

12月17日のMakeUp後の出席率 81.03％ 

No．1417

【第1458回例会記録(2019年1月第2回）】 

日時：2019年1月21日（月) 12：30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子  

出席率  66名[内免除5名] 中 43名 70.49％ 

ビジター 0名 

米山ＢＯＸ １，７９９円(累計 ５４，５５６円） 

RI会長 :ﾊﾞﾘｰ･ﾗｼﾝ(ﾊﾞﾊﾏ) 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ: 末長範彦（岡山RC） 

 会長：本田雅一 幹事：坂口元昭 雑誌･会報：錦織信雄  

インスピレーションになろう 

日時：2019年1月28日(月）12:30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

〈1月〉職業奉仕月間 

 米子南RC例会運営一覧 

日 時 第 回例会 内 容 場 所 

2月4日(月)12:30～13:30 第1460回 

(2月第1例会） 

卓話「山陰地方の消費動向について」 

山陰合同銀行地域振興部産業調査グループ 

   副調査役 伊藤純久 氏     

ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

2月7日(木)18:30～20:30 第1461回 

(2月第2例会） 

５ＲＣ合同例会 ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

2月25日(月)12:30～13:30 第1462回 

(2月第3例会） 

午輪句会講評 ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

3月4日(月)12:30～13:30 第1463回 

(3月第1例会) 

イニシエーションスピーチ ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

スマイル 

 大谷博幸…古希の祝ありがとうございました。 

お 知 ら せ  

・2/11(月)  例会休会  

・2/18(月)  例会休会 2/7 合同例会に振替        

・3/4（月） 定例理事会 ＡＮＡＣＰホテル米子 

【卓話】「米東が米子の新しい時代をひらく」 

  新日本海新聞社西部本社 主幹 寺谷寛 氏 

 大山開山１３００年祭は、当初問題

山積し、盛り上りを心配したが、実行

委員会の取組を中心とした多くのイベ

ント実行により成功を収めた。観光客

も２、３割増加しており大山の恵みを

改めて考えさせられた。大山さんに感謝し、誇りを持た

なければいけない。今週末に選抜高校野球出場校の発表

があるが、昭和３１年長島康夫投手を擁して夏の甲子園

準決勝出場、凱旋した時の米子駅での歓迎の群衆は語り

草である。その後、宮本投手、矢滝投手を擁した米子東

高の甲子園での活躍は、４０年代５０年代の地元商都米

子の発展に寄与したのではないかと思っている。その

後、米子道開通、米子空港滑走路２０００ｍ化、更にＤ

ＢＳクルーズフェリー就航、大型クルーズの寄港（今年

は停泊も）により境港が話題となり発展している。米子

は、大火災、大震災、台風等による大被害も無く、１５

万人位の都市で、例えば朝日町のような古い町並みが

残っているところは珍しい。角盤町方面も高島屋周辺を

中心に整備されようとしている。米子市長も『挑戦』と

いうことで若い力で頑張っている。（裏面へ続く） 

7．卓話「日本の過去、現在、未来」  

       佐久間 信 会員 



 

春の選抜高校野球も米子東高の出場が確実となり、大きな関心がもたれている。部員

１６人の小さなチームだが、粘り強く打撃も良い。今までと違った持ち味のチームと

なっている。話題性もあり、因縁の高松商業も出場しており、対決が実現すればおも

しろい。高校野球を起爆剤として、若い市長を中心に若い世代による町づくり、地域

起こしが期待される。 （坂口千加広記） 


